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従
業
員
の
接
客
の
良
さ
が

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
の

が
山
梨
県
・
富
士
河
口
湖
温

泉
の
「
若
草
の
宿
丸
栄
」（
渡

辺
昭
夫
社
長
）
だ
。
「
宿
は

舞
台
、
お
迎
え
す
る
私
た
ち

は
役
者
」
と
い
う
考
え
の
も

と
、
宿
泊
客
の
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
（
開
演
）
か
ら
チ
ェ
ッ
ク

ア
ウ
ト（
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
）

ま
で
を
１
回
の
舞
台
公
演
に

例
え
、
そ
の
中
で
「
従
業
員

（
役
者
）は
マ
ニ
ュ
ア
ル（
台

本
）
通
り
の
動
き
に
加
え
、

そ
れ
以
上
の
接
客
（
機
転
を

き
か
せ
た
ア
ド
リ
ブ
）
で
お

客
さ
ま
を
満
足
さ
せ
る
」
こ

と
を
目
指
す
。

そ
の
た
め
従
業
員
教
育
に

は
特
に
力
を
入
れ
る
。
「
臨

機
応
変
な
対
応
能
力
は
基
本

の
集
大
成
」
と

い
う
信
念
の
も

と
、
接
客
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
日
夜

改
善
し
、
徹
底

的
に
仕
込
む

が
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
人
間
に
な
ら

な
い
よ
う
現
場

で
の
実
践
指
導

も
怠
ら
な
い
。

ま
た
、
短
期

間
で
即
戦
力
に

仕
上
げ
る
た
め

に
、
研
修
で
は

進
行
シ
ー
ト
を

用
い
て
学
ん
だ
こ
と
の
理
解

度
や
習
熟
度
を
そ
の
都
度
把

握
さ
せ
、
週
１
回
の
ペ
ー
ス

で
入
念
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

く
。「

旅
館
に
は
衣
食
住
を
提

供
し
、
さ
ら
に
お
客
さ
ま
の

命
を
お
預
か
り
す
る
責
務
が

あ
る
。
お
客
さ
ま
に
『
こ
の

人
な
ら
任
せ
て

大
丈
夫
』
と
安

心
し
て
い
た
だ

け
る
と
こ
ろ
ま

で
接
客
サ
ー
ビ

ス
の
レ
ベ
ル
を

高
め
る
」
と
目

標
を
高
く
掲
げ

る
。「

人
（
お
客

さ
ま
）が
人（
従

業
員
）
に
癒
さ

れ
る
宿
を
目
指

し
て
お
り
、
喜

ば
れ
る
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
る

ス
タ
ッ
フ
の
成
長
を
見
る
の

が
一
番
嬉
し
い
」（
同
館
）。

若
主
人
（
渡
辺
洋
専
務
）

も
自
ら
現
場
の
前
線
に
立

つ
。
夕
食
後
の
ひ
と
と
き
に

行
う
、
昔
懐
か
し
い
紙
芝
居

や
民
話
の
語
り
だ
。
地
域
の

観
光
イ
ベ
ン
ト
が
な
い
時
期

を
中
心
に
年
１
０
０
日
ほ
ど

上
演
す
る
。
日
本
演
劇
界
の

至
宝
と
称
さ
れ
る
演
出
家
が

「
人
の
世
の
喜
怒
哀
楽
を
見

事
に
表
現
し
、
観
客
の
心
の

琴
線
を
自
在
に
奏
で
る
名
人

芸
」
と
絶
賛
し
た
舞
台
は
上

演
を
待
ち
望
む
人
も
多
く
、

宿
の
名
物
と
な
っ
て
い
る
。

今
春
に
は
待
望
の
エ
ス
テ

ル
ー
ム
も
オ
ー
プ
ン
し
た
。

▽
若
草
の
宿
丸
栄
は
山
梨

県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町

小
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富
山
県
宇
奈
月
温
泉
の

「
延
楽
」（
濱
田
政
利
社
長
）

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応

し
た
客
室
を
持
つ
。
今
年
６

月
１
日
、
高
齢
の
リ
ピ
ー
タ

ー
ら
の
声
に
こ
た
え
て
設

置
。
車
い
す
の
ま
ま
入
れ
る

風
呂
は
好
評
で
、
何
度
も
利

用
す
る
人
が
ほ
と
ん
ど
と
い

う
。風

呂
の
入
り
口
は
車
い
す

で
も
入
り
や
す
い
よ
う
広
く

設
計
。
浴
槽
や
浴
室
の
床
材

に
は
ヒ
ノ
キ
を
用
い
、
湯
船

に
は
身
障
者
用
の
取
り
外
し

可
能
な
リ
フ
ト
を
設
置
し

た
。
湯
は
源
泉
掛
け
流
し
で

美
肌
や
疲
労
回
復
な
ど
に
効

果
が
あ
る
と
い
う
単
純
泉
。

客
室
は
、
浴
室
も
含
め
約

２９
畳
。
３
部
屋
分
の
ス
ペ
ー

ス
を
１
部
屋
と

し
て
使
用
。
移

動
を
ス
ム
ー
ズ

に
す
る
た
め
リ

ビ
ン
グ
や
寝
室

の
床
は
段
差
を

な
く
し
、
ト
イ

レ
は
ゆ
っ
た
り

と
し
た
つ
く
り

だ
。車

い
す
利
用

者
や
そ
の
家
族

は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
健
常
者

に
は
ワ
ン
ラ
ン

ク
上
の
く
つ
ろ
ぎ
を
提
供
で

き
る
部
屋
に
な
っ
て
い
る
。

▽
延
楽
は
富
山
県
黒
部
市

宇
奈
月
温
泉
３
４
７
�
１
。
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湖
（
う
み
）
の
湯

「
宿
は
舞
台
、私
た
ち
は
役
者
」

車
い
す
の
ま
ま
温
泉
入
浴

若
主
人
の
紙
芝
居

宿
泊
客
に
好
評
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

・
ル
ー
ム

信
州
松
本
の
豊
か
な
自
然

の
中
で
静
か
な
癒
し
の
ひ
と

と
き
を
提
供
す
る
宿
と
し
て

名
高
い
の
が
、
扉
温
泉
の
明

神
館
（
齊
藤
茂
行
社
長
）
。

も
て
な
し
の
心
か
ら
徹
底
的

に
磨
き
を
か
け
た
接
客
や
温

泉
、
た
た
ず
ま
い
な
ど
が
多

く
の
人
の
心
を
つ
か
ん
で
い

る
同
館
だ
が
、
中
で
も
料
理

は
、
訪
れ
た
人
に
「
ま
た
来

た
い
」
と
思
わ
せ
る
魅
力
に

あ
ふ
れ
て
い
る
。

近
年
「
地
産
地
消
」
が
注

目
を
浴
び
る
が
、
同
館
で
は

２０
年
以
上
も
前
か
ら
地
産
地

消
を
実
践
。
な
か
で
も
野
菜

は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
有
機
認
定
を
受

け
た
自
家
農
場
で
育
て
た
、

取
れ
た
て
の
も
の
を
ふ
ん
だ

ん
に
提
供
。
う
っ
す
ら
と
味

付
け
し
野
菜
の

滋
味
を
生
か
し

た
料
理
は
、
同

館
の
食
事
の
名

物
と
し
て
知
ら

れ
る
。

シ
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
合
わ

せ
予
約
時
に
、

料
理
を
「
懐
石

料
理
」
「
モ
ダ

ン
和
食
」
「
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ

レ
ン
チ
」
か
ら

選
べ
る
の
も
同

館
の
魅
力
の
１

つ
。夕
食
は
午
後
６
〜
８
時
、

朝
食
は
午
前
８
〜
１０
時
に
そ

れ
ぞ
れ
違
っ
た
趣
の
食
事
処

で
供
す
る
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
レ
ン
チ

は
、
「
バ
タ
ー
や
肉
な
ど
が

多
く
、
重
い
」
と
い
っ
た
フ

レ
ン
チ
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆

す
、
軽
や
か
さ
が
特
徴
。
自

然
食
「
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
」
の
第
一
人

者
・
久
司
道
夫

氏
の
指
導
を
受

け
、
食
育
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し

て
も
活
動
す
る

田
邉
真
宏
シ
ェ

フ
が
生
み
出
す

料
理
は
、
目
に

も
舌
に
も
体
に

も
う
れ
し
い
メ

ニ
ュ
ー
ば
か

り
。
特
に
地
の

シ
イ
タ
ケ
の
う

ま
み
が
凝
縮
し
た
「
椎
茸
の

テ
リ
ー
ヌ
」
は
賞
味
し
て
ほ

し
い
一
品
だ
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
鹿

肉
や
信
州
の
山
で
ふ
ん
だ
ん

に
取
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ノ

コ
、
カ
ブ
な
ど
の
冬
野
菜
な

ど
が
メ
ニ
ュ
ー
を
彩
る
。
懐

石
で
は
、
マ
ツ
タ
ケ
の
産
地

と
し
て
名
高
い
松
本
市
四
賀

産
の
マ
ツ
タ
ケ
を
使
っ
た
料

理
を
供
す
る
。

ま
た
同
館
で
は
、
朝
食
を

取
ら
な
い
人
や
朝
寝
坊
し
た

い
人
に
向
け
、
朝
食
を
フ
レ

ン
チ
の
ブ
ラ
ン
チ
に
変
更
す

る
プ
ラ
ン
も
設
定
し
て
お
り

「
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
て
ほ

し
い
」
と
の
も
て
な
し
の
心

は
こ
こ
に
も
垣
間
見
え
る
。

▽
明
神
館
は
長
野
県
松
本

市
入
山
辺
８
９
６
７
。
�
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「
海
游
能
登
の
庄
」
（
大

向
洋
紀
社
長
）
で
は
、
能
登

の
味
を
輪
島
塗
の
漆
器
で
堪

能
で
き
る
。
創
作
懐
石
料
理

「
能
登
味
彩
」
は
部
屋
食
で

ぜ
い
た
く
な
ひ
と
時
を
満

喫
。
食
事
処
で
の
炉
端
料
理

を
選
ぶ
と
、
囲
炉
裏
を
切
っ

た
個
室
で
野
趣
あ
ふ
れ
る
焼

き
物
な
ど
が
楽
し
め
る
。

懐
石
、
炉
端
い
ず
れ
の
料

理
を
選
ん
で
も
新
鮮
な
山
海

の
幸
が
並
ぶ
。
夏
場
は
海
女

が
獲
っ
た
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ

エ
。
秋
に
は
底
引
き
漁
で
揚

が
っ
た
ヒ
ラ
メ
な
ど
の
魚
介

に
加
え
、
野
山
で
採
れ
る
キ

ノ
コ
が
う
ま
い
。
１１
月
に
入

る
と
、
地
元
で「
加
能
ガ
ニ
」

と
呼
ぶ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
寒
ブ

リ
が
旬
。
冬
〜

春
は
海
藻
を
粕

仕
立
て
の
鍋
に

し
た
郷
土
料
理

な
ど
も
味
わ
え

る
。輪

島
の
中
心

市
街
地
に
は
酒

蔵
が
４
つ
あ

り
、
能
登
の
庄

で
は
、
都
市
部

に
出
回
ら
な
い

銘
酒
も
出
す
。

土
地
の
器
で

土
地
の
味
を
楽

し
む
。
輪
島
で

し
か
味
わ
え
な
い
醍
醐
味
が

あ
る
。

▽
海
游
能
登
の
庄
は
石
川

県
輪
島
市
大
野
町
ね
ぶ
た
温

泉
。
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盛
り
付
け
も
美
し
い
懐
石
料
理

自
家
農
場
で
育
て
た
新
鮮
野
菜

土
地
の
器
で
土
地
の
味

椎
茸
の
テ
リ
ー
ヌ

囲
炉
裏
の
あ
る
炉
端
料
理

静
岡
県
浜
名
湖
畔
、
舘
山

寺
（
か
ん
ざ
ん
じ
）
温
泉
を

代
表
す
る
宿
が
遠
鉄
グ
ル
ー

プ
の
ホ
テ
ル
九
重
（
堀
田
隆

壽
社
長
）
だ
。
遊
覧
船
、
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
、
遊
園
地
パ
ル

パ
ル
な
ど
周
辺
に
多
く
の
観

光
施
設
が
あ
り
、
観
光
の
拠

点
と
し
て
、
年
中
多
く
の
客

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

同
ホ
テ
ル
の
特
徴
は
自
家

源
泉
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。

そ
し
て
、
温
浴
施
設
が
充
実

し
て
い
る
こ
と
だ
。

温
泉
は
ホ
テ
ル
の
敷
地

内
、
地
下
１
８
５
０
�
か
ら

わ
き
出
て
い
る
天
然
の
「
療

養
温
泉
」
だ
。
こ
の
療
養
温

泉
と
は
、
有
効
成
分
の
基
準

を
ク
リ
ア
し
て
「
温
泉
」
に

指
定
さ
れ
た
も
の
を
、
さ
ら

に
厳
し
い
ふ
る

い
に
か
け
た
も

の
で
、
通
常
の

温
泉
よ
り
医
療

的
な
効
果
が
一

層
期
待
で
き
る

と
い
う
。
源
泉

の
温
度
は
４１
・

６
度
で
、
泉
質

は
「
ナ
ト
リ
ウ

ム
・
カ
ル
シ
ウ

ム
塩
化
物
温
泉

（
食
塩
泉
）」。

ミ
ネ
ラ
ル
成
分

が
肌
に
入
り
や

す
く
、
体
に
た

ま
っ
た
老
廃
物
を
排
せ
つ
す

る
と
い
う
。

館
内
の
大
浴
場
は
２
カ
所

で
、
男
女
入
れ
替
え
制
。
い

ず
れ
も
こ
の
療
養
温
泉
を
、

加
水
せ
ず
に
使
っ
て
い
る
。

大
浴
場「
遠
州
絵
巻
の
湯
」

は
、
安
藤
広
重
の
浮
世
絵
の

世
界
を
繊
細
優
美
な
ガ
ラ
ス

絵
で
表
現
し

た
、
純
和
風
空

間
。
日
本
３
大

美
林
の
ひ
と
つ

「
天
竜
杉
」
を

使
っ
た
７
つ
の

内
湯
の
ほ
か
、

舟
形
の
か
け
流

し
露
天
風
呂
、

鍾
乳
石
の
露
天

風
呂
を
持
つ
。

大
浴
場
「
大

正
浪
漫
の
湯
」

は
ク
ラ
シ
カ
ル

モ
ダ
ン
な
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
を

窓
と
天
井
に
配
し
た
大
正
ロ

マ
ン
風
の
お
し
ゃ
れ
な
浴

場
。
日
本
初
と
い
う
天
然
鉱

石
を
使
っ
た
風
呂
を
は
じ

め
、
８
つ
の
内
湯
を
持
つ
。

こ
の
ほ
か
貸
し
切
り
の
個
室

風
呂
と
露
天
風
呂
、
足
湯
を

備
え
る
。

さ
ら
に
姉
妹
館
の
ホ
テ
ル

ウ
ェ
ル
シ
ー
ズ
ン
浜
名
湖
内

の「
華
咲
の
湯
」も
同
ホ
テ
ル

の
宿
泊
客
は
利
用
で
き
る
。

温
泉
自
慢
の
同
ホ
テ
ル
は

料
理
自
慢
で
も
あ
る
。
浜
名

湖
の
新
鮮
な
魚
介
類
を
中
心

に
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
、
い

け
す
割
烹
、
個
室
料
亭
、
宴

会
場
な
ど
、
旅
の
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
好
み
の
会
場
を

選
ん
で
食
べ
て
も
ら
う
。

▽
ホ
テ
ル
九
重
は
静
岡
県

浜
松
市
西
区
舘
山
寺
町
１
８

９
１
。
�
０
５
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４
８
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・
１
１
１
２
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「
喜
代
美
山
荘
花
樹
海
」

（
三
矢
昌
洋
社
長
）
は
、
客

室
、展
望
大
浴
場
か
ら
屋
島
、

鬼
ケ
島
な
ど
瀬
戸
内
海
の
多

島
美
や
高
松
市
街
地
の
夜
景

な
ど
を
望
む
こ
と
が
で
き
る

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
慢
の
宿
。

客
室
に
は
、
足
元
か
ら
広

が
る
全
面
ガ
ラ
ス
を
採
用
。

露
天
風
呂
付
き
和
室
な
ど
、

趣
き
の
異
な
る
全
て
の
客
室

か
ら
、
刻
一
刻
と
変
化
す
る

瀬
戸
内
の
景
色
を
堪
能
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

視
界
２
０
０
度
の
展
望
パ

ノ
ラ
マ
大
浴
場
か
ら
は
、
瀬

戸
内
海
と
高
松
市
内
の
両
方

を
見
渡
せ
る
。
温
泉
は
、
花

崗
岩
岩
盤
深
く
か
ら
湧
き
出

し
、
高
濃
度
の
ラ
ド
ン
が
主

成
分
で
毎
分
２
０
０
�
の
豊

富
な
湯
量
を
誇

る
。源

泉
は
館
内

全
客
室
に
も
引

か
れ
、
ア
ジ
ア

ン
リ
ゾ
ー
ト
な

ど
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
た
デ
ザ

イ
ナ
ー
ズ
ル
ー

ム
で
は
、
テ
ラ

ス
で
露
天
ジ
ャ

グ
ジ
ー
が
楽
し

め
る
。
泉
質
は

弱
ア
ル
カ
リ
性

低
張
性
冷
鉱
泉

で
、
関
節
痛
、
疲
労
回
復
な

ど
に
効
能
が
あ
る
。

▽
喜
代
美
山
荘
花
樹
海
は

香
川
県
高
松
市
西
宝
町
３
�

５
�
１０
。
�
０
８
７
・
８
６

１
・
５
５
８
０
。h

ttp
:
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遠
州
絵
巻
の
湯

自
家
源
泉
の「
天
然
療
養
温
泉
」

多
島
美
と
街
の
絶
景
望
む

ホ
テ
ル
九
重
全
景

デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ル
ー
ム

オ
リ
エ
ン

タ
ル
ヴ
ィ
ラ
（
蒼
の
楽
園
）

江
戸
時
代
か
ら
湯
治
場
と

し
て
栄
え
て
き
た
岐
阜
県
の

下
呂
温
泉
は
、
「
日
本
三
名

泉
」の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。

別
名「
美
人
の
湯
」と
も
い
わ

れ
、
入
浴
後
も
し
っ
と
り
と

滑
ら
か
な
肌
を
保
つ
と
評
判

だ
。
同
温
泉
で
は
、
７４
年
か

ら
全
国
に
先
駆
け
て
温
泉
の

集
中
管
理
を
行
っ
て
お
り
、

加
温
も
加
水
も
せ
ず
に
源
泉

を
各
旅
館
に
送
っ
て
い
る
。

温
泉
街
の
中
央
を
流
れ
る

飛
騨
川
沿
い
に
建
つ
水
明
館

（
瀧
多
賀
男
社
長
）
は
、
３

カ
所
の
大
浴
場
や
野
天
風
呂

が
自
慢
の
同
温
泉
を
代
表
す

る
老
舗
和
風
旅
館
。
敷
地
内

に
あ
る
山
水
閣
、
飛
泉
閣
、

臨
川
閣
の
そ
れ
ぞ
れ
に
大
浴

場
が
あ
り
、
ど

の
棟
に
宿
泊
し

て
も
３
カ
所
と

も
２４
時
間
利
用

で
き
る
。

眺
望
を
楽
し

む
な
ら
、
飛
泉

閣
９
階
の
「
展

望
大
浴
場
」
が

お
す
す
め
。
全

面
ガ
ラ
ス
張
り

の
窓
か
ら
は
、

下
呂
温
泉
の
街

並
み
や
飛
騨
の

山
々
が
一
望
で

き
る
。

臨
川
閣
の

「
下
留
の
湯
」は
、天
井
、壁
、

柱
ま
で
檜
に
こ
だ
わ
っ
た
贅

沢
な
造
り
。
高
温
浴
槽
、
低

温
浴
槽
、槙
風
呂
、サ
ウ
ナ
と

多
彩
に
温
泉
を
楽
し
め
る
。

野
天
風
呂
は
、男
性
用「
龍

神
の
湯
」
、
女
性
用
「
観
音

の
湯
」
の
２
カ

所
が
あ
り
、
飛

騨
の
星
空
を
眺

め
な
が
ら
、
野

趣
溢
れ
る
岩
風

呂
の
風
情
を
堪

能
で
き
る
。

泉
質
は
、
ア

ル
カ
リ
性
単
純

泉
。
適
度
な
濃

度
と
ア
ル
カ
リ

性
の
た
め
自
然

の
石
鹸
効
果
が

あ
り
、
つ
る
つ

る
と
し
た
滑
ら

か
な
肌
触
り
が

特
徴
だ
。
リ
ウ

マ
チ
、
神
経
麻
痺
、
疲
労
回

復
な
ど
に
効
能
が
あ
る
。
客

室（
飛
泉
閣
は
特
別
室
の
み
）

に
も
源
泉
を
そ
の
ま
ま
引
き

込
ん
で
い
る
。

料
理
は
、
部
屋
で
食
べ
る

会
席
膳
の
ほ
か
、
和
洋
中
の

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
オ
ー

プ
ン
キ
ッ
チ
ン
ダ
イ
ニ
ン

グ
、
料
理
茶
屋
「
北
乃
寮
」

な
ど
で
味
わ
え
る
。
地
元
産

の
食
材
に
こ
だ
わ
り
、
地
元

農
家
を
中
心
に
、
同
館
の
料

理
の
レ
シ
ピ
に
合
っ
た
野
菜

を
栽
培
し
て
い
る
。

昨
年
１２
月
末
に
は
、
環
境

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
取
得

し
、
「
環
境
に
優
し
い
旅
館

作
り
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

▽
水
明
館
は
岐
阜
県
下
呂

市
幸
田
１
２
６
８
。
�
０
５

７
６
・
２
５
・
２
８
０
０
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香
川
県
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
郷

の
「
湯
元
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
華

の
湯
紅
梅
亭
」
（
近
兼
弘
幸

社
長
）
は
、
２
種
類
の
良
質

な
源
泉
を
館
内
１６
の
多
彩
な

湯
処
で
楽
し
め
る
温
泉
自
慢

の
宿
。
「
湯
元
こ
ん
ぴ
ら
温

泉
華
の
湯
」
と
「
こ
ん
ぴ
ら

温
泉
い
こ
い
の
湯
」
の
２
種

類
の
温
泉
が
堪
能
で
き
る
。

独
自
源
泉
「
華
の
湯
」
の

泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル

シ
ウ
ム
‐
塩
化
物
温
泉
。
庭

園
大
浴
場
露
天
風
呂
「
花
て

ら
す
」
で
楽
し
め
、
花
に
包

ま
れ
た
庭
園
露
天
風
呂
を
は

じ
め
檜
風
呂
や
岩
風
呂
、
足

湯
、
湯
上
り
処
な
ど
を
外
湯

感
覚
で
満
喫
で
き
る
。

「
い
こ
い
の
湯
」
の
泉
質

は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
。

地
下
大
浴
場

「
花
す
み
か
」

で
楽
し
め
、
う

た
せ
湯
や
あ
わ

湯
、
女
性
客
に

は
、
朝
は
デ
ン

フ
ァ
レ
、
夜
は

バ
ラ
の
花
び
ら

を
浮
か
べ
た

「
華
風
呂
」
な

ど
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
湯
浴
み

が
で
き
る
。

夕
食
は
、
地

元
産
の
有
機
野

菜
や
瀬
戸
内
の
海
の
幸
を
使

っ
た
会
席
料
理
。

▽
湯
元
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
華

の
湯
紅
梅
亭
は
香
川
県
仲
多

度
郡
琴
平
町
５
５
６
�
１
。
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岩
風
呂
の
風
情
が
楽
し
め
る

趣
向
異
な
る
３
ヵ
所
の
大
浴
場

１６
の
多
彩
な
湯
処
楽
し
む

臨
川
閣
「
下
留
の
湯
」

花
て
ら
す
露
天
風
呂

http://www.maruei55.com
http://www.enraku.com
http://www.tobira-group.com
http://www.notonosho.co.jp
http://kokonoe.entetsu.co.jp
http://www.hanajyukai.jp
http://www.suimeikan.co.jp
http://www.koubaitei.jp/

